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「教育支援資料」には、自閉症のある子どもの障がいの状態において、

行動に見られる特徴として、次のようにまとめています。一部紹介し

ます。 

自閉症のある子どもの理解：補助資料① 

☆行動に見られる特徴 

【対人関係】 

 視線が合わない、名前を呼んでも振り向かない、人を意識して行動することや人に

働きかけることが見られないなど、人へのかかわりや人からの働きかけに対する反応

の乏しさが幼児期に見られます。障がいの程度にもよるが、周囲の適切なかかわりに

よって、対人関係は少しずつ芽生えてくるが未熟さが残ることが多いです。 

【感覚刺激への特異な反応】 

 ある種の刺激に特異的に興味を示す反面、別の刺激には、極端な恐怖を示すことが

あります。このような反応を引き起こす刺激の性質には、一貫した特徴は認められな

いが、例えば、低周波律動音（空調機器、エレベーター）、きらきらと光るもの（銀

紙、セロファン）などが好まれる対象となる場合があります。また、種々の感覚を同

時に処理することが不得手であり、例えば、姿勢を制御することに意識が集中し、そ

の他の働きかけには注意を向けられないことも指摘されています。 

 黒板を写しているときに、先生から「○○ページに書かれている～」等の

指示がある場合、視覚や聴覚（指示を聞き理解する）、書き写すための身体の

動き等を同時に使うことになるので、どちらか一方が上手く進まないことが

あります。本人の意欲等の問題ではないことへの理解が必要です。 

「挨拶の時に、目を合わせない、失礼ですよ！」 

「○○君、何回名前呼んだら分かるの！？聞いているの？！」と、本人の意

欲や態度の問題として指導するのではなく、本人が取り組める内容で改善・

克服する指導をすることが大切です。 

http://4.bp.blogspot.com/-w28GEx3_N-c/WASJRBDHo1I/AAAAAAAA_B0/DK820EOiWcwHx4qh0rvDtJ2J5wcIgD38gCLcB/s800/pose_douzo_annai_businesswoman.png


Ⅲ―１一人一人の特性等に応じた必要な指導や支援のために ☆自②―１情報補助資料 

 

 

 

 
福島県特別支援教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自傷等】 

 混乱、欲求不満、脅威等に対して、自傷等の行動をとることがあります。 

自傷については、例えば、頭や顔を自分で殴打する、壁に打ち付ける、あるいは指

を噛むなどの行動ですが、それが激しい場合は負傷することもあるので、軽視しない

ようにしましょう。 

 一般に、自閉症の子どもは、状況の変化に対応する力に乏しいので、心理的な混乱

や不安に陥りやすく、さらに、窮地に陥っていることに対して、援助が必要であるこ

とを求めようと意図することが困難であり、意図したとしても、伝達することに困難

性があります。 

つらいのは本人です。自傷を止めさせる指導だけでなく、本人が何を伝えた

かったのか、何をしたかったのか、自傷が起きるタイミング（前後の環境や言

葉かけも含めて）、時間、日程等をよく観察することが大切です。そして、自

傷等の行動を取る前に、援助の要求を出せるように支援したり、指導したりす

ることが大切です。 

【食生活の偏り】 

 極端な偏食があり、ほんの数種類の食物以外は他一切食べないという状態が何年も続

くことがあります。偏食については、低年齢段階によく見られますが、成長とともに改

善されることが多いです。 

 苦手なものを食べてほしいと、軽い気持ちで「○○食べられたら、デザート

ね。」などの言葉は、字義通りに聞いてしまうことがある自閉症のある子ども

にとっては、とても苦しむ言葉となり、給食の時間が嫌になることがあります。

行動の特徴として、偏食があることを理解し対応することが大切です。 

自閉症のある子どもたちの行動について、どんな背景から起

きている行動なのかを知ることが、支援策を考える第一歩です。

ただし、自閉症といっても、一人一人、感覚や物事の捉え方が

違います。自閉症だから「○○の支援」と決めつけた支援にな

らないように、丁寧な実態把握から考えたいですよね。 
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